江東区立深川第三中学校
「グッジョブ！」
　　　　　　　　作　山﨑伊知郎　　　原案　深川三中演劇部３年
登場人物
宗形ヒロシ　　　悪役専門の俳優
宗形トウコ　　　ヒロシの妻
宗形ハルミ　　　宗形家の長女（大学二年）
宗形イズミ　　　次女（高校二年）
宗形マスミ　　　三女（中学三年）
宗形イサム　　　長男（小学六年）
宗形マナミ　　　四女（小学四年）
渡　貫　　　　　ヒロシのマネージャー
小松崎らむね　　マナミの同級生
小松崎エリカ　　らむねの母
警　官　　　　　月の輪駅前交番勤務。宗形ヒロシのファン
スイハンジャー
　　　ホワイト
　　　シルバー
　　　ブラウン

ワニガメ博士の手下１，２，３
黒子
テレビ局のスタッフ１，２
見学の小学生たち

                         １　
宗形家の食堂
舞台中央にテーブル
中央奥にカウンター、その向こうがキッチンになっている。
母トウコが朝食をテーブルに運んでいる。
次女イズミと長男イサム、四女マナミがテーブルで食事中。
長女ハルミがキッチンで料理をしている。
ハルミ　　　（キッチンから出てくる）

お母さん、ビーフシチューの下ごしらえ、ＯＫ。
トウコ　　　ご苦労さま。
ハルミ　　　じゃ、行ってきます。
トウコ　　　忘れないでね。３時よ。パーティーの準備間に合わない
から。
ハルミ　　　大丈夫よ。今日は午前中で講義終わるから。
イズミ　　　午前中で帰れるのか。いいなあ、大学生って。
ハルミ　　　そう思うなら、あなたも頑張りなさい、来年は受験生で
しょ。
イズミ　　　あーあーあー（耳を塞いで、聞こえないふり）
ハルミ　　　もう！
イズミ　　　それより、こ・と・し・の・受験生はまだ起きてこない
の？
トウコ　　　そうね。（舞台上手・奥の部屋に向かって）マスミ～、
早く
起きなさい。
マスミ　　　（声だけ）起きてるよ～。
ハルミ　　　しょうがないわね。今日のパーティーの主役なのに。
三女マスミが入ってくる。
マスミ　　　おはよ～。（眠そう）
トウコ　　　マスミ、１５歳のお誕生日おめでとう。
マスミ　　　（気乗りのしない様子）う、うん・・・ありがとう。
（自分の席に行く）
トウコ　　　朝ご飯、食べなさい。
マスミ　　　ん～・・・いらない（キッチンに行く）
トウコ　　　ちょっとでも食べていったら？
イズミ　　　何？いらないの？
マスミ　　　ごめんね。ホントに無理。（冷蔵庫を開け、グラスに
ジュースを注いでいる）
イズミ  　　じゃあ、いっただっきま～す♪（マスミのご飯やおかず
を食べ始める。）
マスミ、ジュースの入ったコップを持って戻ってくる。
ハルミ　　　マスミ、ダイエットでもしてるの？
マスミ　　　エッ？ち、違うって！ホントに食欲ないの！
ハルミ　　　ふ～ん（マスミをジロジロ見ている）夜はしっかり食べ
てよ。ビーフシチュー、たくさん作るからね。）
マスミ　　　ハ～イ。
ハルミ　　　（時計を見る）いけない、地下鉄混んじゃう。じゃあ、
行ってきます！
　マスミ、行きかけて振り返り、再びマスミをジロジロと見る。
マスミ　　　な、何？
ハルミ　　　ううん、何でも。
ハルミ、玄関に向かう。
家族たち　「行ってらっしゃい」「気をつけて」「３時ね～」など。
マスミ　　　・・・お父さん、もう出かけたの？
トウコ　　　そうよ～。でも、絶対に早く帰ってくるってはりきって
たわよ。
マスミ　　　無理しなくていいのに・・・１年に五回も誕生パーティ
やるんだから。
トウコ　　　何言ってるの。あなたも今日は授業終わったらすぐ帰っ
てくるのよ。
マスミ　　　ハーイ（ぱくぱく食べてるイズミを見る）
イズミ　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ん？
マスミ　　　いやあ、ズミ姉はよく食べるなあと思ってね。
イズミ　　　演劇部員は身体が資本だからね。あ、そういえばマナミ、
今日、学芸会の劇の役決めだっけ？
マナミ　　　うん！
マスミ　　　シンデレラ、なれるといいね。
マナミ　　　う～ん、自信ないなあ。シンデレラ、すごくやりたがっ
ている子がいるの。とっても上手だし。
マスミ　　　そっかあ、ライバルがいるんだ。
イズミ　　　大丈夫。あたしたちにはお父さんのＤＮＡが備わって
いるんだから。よし、行くか。ごちそうさま！（食器を
片づけながらトウコに）あたし、３時には間に合わない
けど、ダッシュで帰ってくるから。（マスミに）ちゃん
と帰ってこいよ！
マスミ　　　わかってる！
イズミ　　　行ってきま～す！
イズミ、玄関に向かう。（下手にはける）
マスミ　　　（イズミを見送った後）お父さんのＤＮＡ・・・かぁ。
（イサムに）ねえ、イサムは何やるの？
イサム　　　え？
マスミ　　　学芸会の劇。今年は何の役？
イサム　　　お地蔵様Ｃ。
マスミ　　　６年間、そんなのばっかだね。
イサム　　　好きなんだ、こういうの。衣装作るの手伝ってね！
マスミ　　　やだよ、受験生は忙しいんだから。
イサム　　　けち。
マナミ　　　兄ちゃん、そろそろ行こうよ。
イサム　　　オッケー。
マナミ　　　（マスミに）プレゼント楽しみにしててね。じゃ、行っ
てきます。
マナミ、玄関に向かう。
イサム　　　待てよ、マナミ。勝手に行くなって！集団登校だろ～。
（トウコに）おじぞうさまでした。
イサム、玄関に向かう。
トウコ　　　「ごちそうさま」でしょっ。
イサム　　　（声だけ）行ってきます！
トウコ　　　イサム！体操着忘れてるわよ。
トウコ、体操着の入った袋をもってイサムを追う。
マスミが一人取り残される。
音楽が流れ、舞台が暗くなる。
マスミのモノローグ
マスミ　　　先月、私の父は、銀行を襲撃し、現金三千万円を強奪し
ました。二週間前には、浮気がばれるのをおそれて、愛
人を屋上から突き落としました。一週間前には徳川家
滅亡を謀り、将軍様のお世継ぎを毒殺しようとしました。
わたしが生まれる前から、十五歳の誕生日を迎える今日
まで、父は数々の悪事に手を染めてきました。・・・父
の名前は宗形ヒロシ。悪役専門の俳優です。そんな父の、
今日の仕事は・・・。
舞台暗転
２
「家電戦隊スイハンジャー」の撮影現場
ワニガメ博士の秘密基地。
ワニガメ博士の手下が並んでいる。
　ワニガメ博士の声が響く。
ワニガメ博士　　（声だけ）どうだ、計画は順調か？
手下１　　　ハイ。明日にはこの日本から、一粒残らず米がなくなり
ます。
　ワニガメ博士が恐ろしい姿を現す。
ワニガメ博士　　ふふふ。これで日本人は、全員がパン食になるな。
手下１２３　　イエス・サー。
ワニガメ博士　　そこで、わしが開発したこの粉で作ったパンを食わ
せれば、日本人は全員わしの思い通りに動くのだ。
手下１２３　　イエス・サー。
ワニガメ博士　　この実験が成功すれば、いよいよ世界征服だ！
スイハンジャー　（声だけ）許さないぞ、ワニガメ博士！
ワニガメ博士　　だっだれだ！
舞台下手からスイハンジャー（ホワイト、シルバー、ブラウン）が
颯爽と登場。
ホワイト　　平和を乱すやつと
シルバー　　米を粗末にするやつは
ブラウン　　俺たちが許さない！
ワニガメ博士　　きっ貴様ら・・・
ホワイト　　そうさ俺たち
スイハンジャー　　（決めポーズ）家電戦隊スイハンジャー！
ワニガメ博士　　くそっ、やってしまえ！
　ワニガメ博士、逃げる。
手下１２３　　イエス・サー
　
手下がスイハンジャーに襲いかかる。
スイハンジャー　　炊きたてボンバー！（「炊きたてボンバー」を
発射する）
手下「熱い、熱い」といいながら下手に逃げる。
スイハンジャー　　待てっ！
スイハンジャー、手下を追う。
以下、スイハンジャーと手下の激しい戦い。
手下、スイハンジャーに倒される。
ワニガメ博士、スイハンジャーに追いつめられる。
ホワイト　　次は貴様だ、ワニガメ博士！
スイハンジャー　　遠赤外線ビーム！（「遠赤外線ビーム」を発射
する。）
　下手から「ビーム」のプラカードをもった黒子が現れる。
黒子　　　　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ
ワニガメ博士　　愚か者め！（ビームをブロックして跳ね返す）
　「ビーム」、方向転換してスイハンジャーに向かう。
黒子　　　　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ
　「ビーム」、スイハンジャーに命中
スイハンジャー　　うわぁああっ！（爆風で吹っ飛ばされる）
スイハンジャーが倒れている。
シルバー　　おい、ホワイト！
ホワイト　　どうしたシルバー？
シルバー　　ブラウンが、ブラウンが！
　シルバーとホワイト、ブラウンに駆け寄り、口々に「しっかりしろ」
と叫ぶ。
ワニガメ博士　　はっはっはっ、ざまあみろ、スイハンジャー。
さっさと仲間を修理に出したらどうだ。いや、それとも
買い換えた方が安上がりかな？はっはっはっ！貴様ら
まとめて、あの世行きだ！（剣を振り上げる）
スタッフ　　（声だけ）カ～ット！ＯＫで～す！
舞台下手からマネージャー渡貫がヒロシに駆け寄る。
渡貫　　　　宗形さん、お疲れ様でした。
ヒロシ　　　ほんっと疲れたよ。おい、イス持ってきてくれ。
渡貫　　　　ダメですよ！この衣装、いったん座ったらなかなか立て
ないんですから！
ヒロシ　　　ほんとか！くそ～。・・・いま、何時だ？
渡貫　　　　十二時半です。
ヒロシ　　　ちぇっ、ずいぶん押したな～。三時、間に合うのかよ～。
スタッフ１　　あの～、ホワイト役の牛山さんが、遅刻したお詫びに
見えてます。
ホワイト　　　（ヒロシを前にして緊張して動けない）
ヒロシ　　　キミさあ、時間厳守は社会人としての最低のルール
だろ？こういうことがみんなの迷惑になるんだよ。わか
る？・・・黙ってたんじゃわかんないでしょ？こういう
ときはなんていうんだ？（ホワイト、もじもじしている）
え？な・ん・て・い・う・ん・で・す・か？（以下、
ヒロシの説教が延々と続く）
渡貫　　　　だめですよ、ヒーロー脅しちゃ！（ヒロシが言うことを
きかないので）まったく・・・。
スタッフ１　　宗形さん、今日は特に厳しいですね。
渡貫　　　　このあと予定があるんですよ。娘さんの誕生日。
スタッフ１　　なるほど・・・しかし、ワニガメ博士が社会のルール
って・・・
渡貫　　　　説得力ないですね。
　下手からスタッフ２に案内されて見学の小学生たちがやってくる。
スタッフ２　　見学の皆さん、ここがスイハンジャーの撮影現場です
よ～。ほら、あそこにスイハンジャーがいるよ～！
　小学生たち、スイハンジャーに駆け寄る。
ヒロシ　　　ぐわぁおおおおおっ！（と小学生を脅す）
　
　逃げまどう小学生。
　追いかけるワニガメ博士（に扮したヒロシ）。
渡貫　　　　宗形さん！そこまで悪役に徹しなくても・・・。
ヒロシ　　　いいんだよ！ぐわあああああっ！（小学生を追い回す）
ヒロシ、小学生を追いながら退場。
渡貫　　　　（スタッフとスイハンジャーに）失礼します！ムナカタ
さ～ん！
　
渡貫、ヒロシを追って退場。
　後に残されて呆然とするスイハンジャーとスタッフたち。
　舞台暗転
３
  再び、宗形家の食堂
　四女マナミ、姉のイズミと一緒に学芸会で発表する『シンデレラ』
の練習中。母トウコは電話で三女マスミの学級担任と話をしている。
イズミ　　　いいかいシンデレラ。
トウコ　　　（電話をしている）はい。
イズミ　　　わたしたちはお城の舞踏会に行って来るからね。
トウコ　　　えっ、ほんとうですか？
イズミ　　　まあ！汚い床だこと！
トウコ　　　・・・はい、申し訳ございません。
イズミ　　　わたしたちが帰ってくるまでにきれいに磨いておくんだ
よ！
マナミ　　　えっ、そんな！
トウコ　　　はい、そうさせます。
イズミ　　　お黙り！
トウコ　　　はい・・・。
イズミ　　　言うことが聞けないなら、この家から出てお行き。
トウコ　　　よく言って聞かせますので。
イズミ　　　ホーッホッホッホッホッ（笑い続ける）
トウコ　　　ちょっと、イズミ！・・・（電話に）えっ、変な笑い声
ですか？いいえ、きこえませんけど～・・・あ、それで
は失礼いたします。
マナミ　　　ああ、せっかくの舞踏会の夜なのに、わたしは一人で床
掃除・・・。
トウコ　　　もう！せっかくの誕生日なのに、学校から電話なんか
もらって・・
マナミ　　　お母様やお姉様たちはどうしてあんなに意地悪なのかし
ら・・・。
トウコ　　　マスミったら、どうして心配ばかりかけるのかしら・・・。
マナミ　　　こんなとき、お父様さえ生きていてくれたら
トウコ　　　お父さんが早く帰ってきてくれたら
マナミ　　　こんな目に遭わずにすんだのに・・・。
トウコ　　　・・・あんまり変わらないか・・・。
ハルミ　　　どうしたの？お母さん。
トウコ　　　うん。今、マスミの担任の櫻井先生から電話があって
ね・・・。
イズミ　　　マナミ、いいじゃん！
マナミ　　　ホント？やったぁ。
イズミ　　　絶対上手くいくよ、「シンデレラ」！
マナミ　　　うん！
　玄関でイサムとマスミの話し声が聞こえる。
イサム　　　（声だけ）ただ今～。あっ、マスミ姉ちゃんお帰り！
遅かったね！
マスミ　　　（声だけ）ちょっと！黙ってなさいよ！
　ハルミとトウコ、マスミを捕まえるために玄関へ向かう。
　イサム、ケーキの箱をもって意気揚々と登場。
イサム　　　ケーキ買ってきたよ！
イズミ　　　おっ、いいね～コーイチコーナーのバースデーケーキ、
何回食べても飽きないよね～。ポイントカードにスタン
プ押してもらったか？
イサム　　　うん、バッチリ！これ、冷蔵庫に入れてくるね。
マナミ　　　（イサムに）あたし、手伝う！
イサム　　　さんきゅー、シンデレラ！
マナミ　　　もう！（イサムを追いかける）
ハルミとトウコとマスミが登場。
トウコ　　　どこに行ってたのか、正直に言いなさい。
マスミ　　　だから、学校にいたの！櫻井先生に勉強教わってた。
文法わかんなくて・・・。
トウコ　　　その、櫻井先生から、たった今電話があったのよ。
マスミ　　　しまった～。
イズミ　　　どこに寄り道してたんだよ～。
ハルミ　　　早く帰ってこいってあれほど言われてたのに。
イズミ　　　なにそれ？プレゼント？
マスミ　　　（慌てて隠す）
イズミ　　　あっ！
マスミ　　　えっ？（よそ見をした瞬間、マスミにプレゼント奪われ
る）あっ！
イズミ　　　（プレゼントを持った瞬間）ぎゃぁぁぁっ！何これ～！
（プレゼントを放り出す）
ハルミ　　　（プレゼントを慌ててキャッチ）どうしたの、イズミ！
イズミ　　　わかんない。触れた途端に全身に寒気が・・・。（震え
ている）
ハルミ　　　え？あたし何ともないけど・・・。
トウコ　　　大丈夫？
イズミ　　　あ～、死ぬかと思った・・・。
マスミ　　　何よ、もう！返して！（ハルミからプレゼントを奪い返
す）
トウコ　　　マスミ、櫻井先生、心配してらしたわよ。最近、授業中
にぼーっとしてることが多いって。それなのに、進路
希望調査には古石場高校一本って書いて出したって。
ハルミ・イズミ　　古石場高校って？
イズミ　　　超～難関校！頭のいい人しか入れないの。あ、あたしは
演劇がやりくて月の輪高校を選んだんだからね。頭が悪
くて古石場に入れなかったわけじゃないから。
トウコ　　　あなた、古石場高校に行きたいなんて、今まで一言も言
わなかったじゃない。どうして急に行きたくなったの？
イズミ　　　やけくそになっちゃったのか？
マスミ　　　失礼ね、違います！
トウコ　　　進路希望調査があったなんて、お母さんちっとも知らな
かったわ。どうして言わなかったの？
マスミ　　　反対されるかなと思って、言い出しにくかっただけよ。
ごめんね。
ハルミ　　　古石場なんか希望して、大丈夫なの？
イズミ　　　そうだそうだ、授業中ぼーっとしてるヤツが受かりっこ
ないだろ。
ハルミ　　　・・・・・あ！
マスミ　　　な、何？
ハルミ　　　なるほどなるほど。そういうことか。わかった～。
イズミ　　　何がわかったの？
トウコ　　　お母さんにも教えて！
イサム・マナミ　　なになに？
ハルミ　　　子供は向こうに行ってなさい！
イサム・マナミ　　えーっ！
トウコ　　　言うことをききなさい！
イサム　　　アイス食べてていいから！
イサム・マナミ　　やった！（冷蔵庫に直行）
マスミ　　　なにがわかったのよ、ハル姉。
ハルミ　　　マスミちゃん、彼氏できたでしょ～。
マスミ　　　な、なによ急に・・・。
ハルミ　　　彼氏のことばっか考えてるから、授業中ぼーっとしちゃ
うんだ。
イズミ　　　そうなの？
トウコ　　　まあ！
マスミ　　　ち、ちがうよ！
ハルミ　　　そのプレゼント、彼氏からでしょ？
イズミ　　　そうなの？
トウコ　　　まあ！
マスミ　　　どうしてそう思うのよ・・・。
ハルミ　　　その袋は本屋さんのギフト用。中身は・・・
マスミ　　　な、中身は？
ハルミ　　　参考書か、問題集！
マスミ　　　ちょっとハル姉、中身も見てないのに、いい加減なこ
と・・・
ハルミ　　　証拠は（イズミを指さす）
イズミ　　　あたし？
ハルミ　　　袋に触っただけで、イズミがあんな拒絶反応を起こす
ものと言ったら。
トウコ　　　参考書か問題集しかないわね・・・。
イズミ　　　なるほど！
マスミ　　　納得しないでよ。
ハルミ　　　ふつう女友達は参考書なんかプレゼントしないでしょ。
イズミ　　　男の子だってふつうはしないんじゃない？
ハルミ　　　そう、ふつうはね。でも、その相手は、どうしても参考
書や問題集をマスミにあげたかった。
トウコ　　　なぜ？
イズミ　　　あ、わかった！
マスミ　　　な、なによ！
ハルミ・イズミ　　古石場高校に合格してほしいから！
トウコ　　　まあ！
イズミ　　　あ！ダイエットしてたのも、彼氏のため？
マスミ　　　違うって！本当に食欲がなくって
　マスミのお腹が鳴る
イズミ　　　腹、減ってんじゃん。
　舞台が暗くなり、シリアスな音楽。
　刑事ドラマの取り調べシーンのような雰囲気。
ハルミ　　　きっと、相手は余裕で古石場に合格できるほどの秀才。
イズミ　　　あんたは卒業しても好きな彼氏と一緒にいたくって、
同じ高校を受けようと決心した。
ハルミ　　　だけど、今の学力ではどうすることもできない。せっか
く勉強を教えてもらっても、好きな人が隣にいると思う
とぼ～っとなってちっとも頭に入らない。
イズミ　　　このままじゃ、彼氏のことも進路のことも反対される。
だから、親に内緒で進路希望調査を提出した。
ハルミ　　　何とかしてあげたいと思って、彼氏は問題集や参考書を
プレゼント。
イズミ　　　さあ、すっかり吐いちまいな！
ハルミ　　　お袋さんも泣いてるぞ！
トウコ　　　マスミ～。（泣く真似）
マスミ　　　ばかばかしい、何もかも憶測に過ぎないわ。残念でした。
プレゼントは女の子からもらったの！
ハルミ　　　あくまでも認めないつもりね。
　刑事ドラマ、終了。
　音楽が消え、部屋が明るくなる。
イズミ　　　あ～っ！こんなところにメッセージカードが落ちてる～。
マスミ　　　え・・・。
イズミ　　　きっとそのプレゼントに入ってたやつだ。
ハルミ　　　さっき投げたときに落ちたのね。
イズミ　　　そうだ、わたしがメッセージ読んであげるよ。
ハルミ　　　あ！それ、いい！そのほうがムード盛り上がるよ。
マスミ　　　いや、それはちょっと・・・。
イズミ　　　読んじゃだめなの？だって、女の子の友達からのメッ
セージでしょ？
マスミ　　　あ・・・。
イズミ　　　それとも男の子からなの？
マスミ　　　えっと・・・それは・・・その・・・。
イズミ　　　男の子なのね？
マスミ　　　・・・・・・はい。だから、それ返してっ（カードを
奪い取り、そのまましまう。）もうやだ！
イズミ　　　（トウコに）被疑者の身柄を引き渡します。
トウコ　　　ご苦労様。
ハルミ　　　しっかり反省してきなさい。
　玄関のチャイムが鳴る
イサム　　　お父さんかな？
トウコ　　　どうして入ってこないのかしら。
トウコ、玄関のほうに走っていく。
トウコ　　　（声だけ）はい、間違いありません、主人です。
姉弟たち、何事かと聞き耳を立てる。
トウコ　　　（声だけ）子どもたちにもですか？・・・どうぞ、お
入り下さい。
姉弟たち、慌ててテーブルに着く。
警官、下手から登場。
警官　　　　どうも。実は、不審者の身柄を確保したところ、この家
のご主人だと言っているので、確認していただこうと思
いまして。お母さんは間違いないとおっしゃっているの
ですが、念のため子供さんたちにも見ていただきますね。
ハルミ　　　ちょっと待って下さい。父が不審者って、どういうこと
ですか！
警官　　　　今、連れてきます。・・・入りなさい！
ワニガメ博士の衣装をつけたままのヒロシが登場。
ハルミ　　　こういうことだったんですね・・・。
ヒロシ　　　参っちゃうよ、お巡りさんたち、ワニガメ博士知らない
んだもん。
警官　　　　パトロール中、駐車場の前を通りかかったら、とめて
あった車の中でこの人がうめいていたんです。
ヒロシ　　　出られなくなっちゃったんだよ。
警官　　　　助けようと思って近づいたら、何しろこの恰好だったん
で、私、思わず発砲しそうになりました。
トウコ　　　正しい判断だと思います。
警官　　　　お父さんに間違いありませんか？
マスミ　　　はい・・・。
警官　　　　（他の姉弟に）間違いありませんね？
ハルミ、イズミ、イサム、マナミ、うなずく。
警官　　　　え～、こちらにお住まいの宗形ヒロシさん・・・。
ヒロシ　　　はい。
警官　　　　悪役の。
ヒロシ　　　はい。
警官　　　　あの宗形ヒロシさんなんですね？
ヒロシ　　　はい。
警官　　　　ファンです！
ヒロシ　　　ありがとう！
警官　　　　見ましたよ、この間の２時間ドラマ。屋上から女性を
ドン！
ヒロシ　　　お恥ずかしい・・・。
警官　　　　血も涙もありませんね～。
ヒロシ　　　よく言われます～。
警官　　　　いやあ、わたしが逮捕したかったなぁ。
ヒロシ　　　それは初めて言われました～。
警官　　　　しかし、（衣装をまじまじと見て）俳優さんって大変
ですね。
ヒロシ　　　いやぁ～。
警官　　　　応援してます。頑張って下さいね。では、本官はこれで！
警官、敬礼して去る。
イズミ　　　（ヒロシに）なんでその恰好なの？
ヒロシ　　　いやあ、ヒーローが一人遅刻したせいで撮影が押しちゃ
ってさ～。このままじゃ絶対に間に合わないと思って、
いそいで運転してきたんだよ。
イズミ　　　その恰好で？よく事故起こさなかったね。
トウコ　　　マネージャーの渡貫さんは？
ヒロシ　　　置いてきた。着替えろ着替えろってうるさいんだもん。
イサム　　　これがワニガメ博士か～。すげ～、本物、初めて見た。
ヒロシ　　　恐そうだろ。
イサム　　　うん！（衣装に触る。）
イズミ　　　あんた好きだよね、ワニガメ博士。
イサム　　　うん！
イズミ　　　クラスでからかわれないの？お前の父ちゃん、ワニガメ
博士～、とか。
イサム　　　言われるよ。
イズミ　　　そうか・・・。
イサム　　　気にしてないけど。
イズミ　　　ガマンできなかったら、姉ちゃんに言いなさい。学校に
怒鳴り込んでやるから。
イサム　　　やめてよ～。
ヒロシ　　　お～、マスミ～。誕生日おめでとう！（抱きしめようと
する）
マスミ　　　ウ、ウン・・・（逃げる）
ヒロシ　　　・・・・マナミ！白雪姫、決まったのか？
マナミ　　　シンデレラのこと？決まったよ！
ヒロシ　　　そうかそうか、よくやった！（抱きしめようとする。）
マナミ　　　頑張るよ～（逃げる）。
ヒロシ　　　・・・・イズミ～
イズミ　　　何！（身構える）
ヒロシ　　　・・・元気か？
イズミ　　　ウン！
ハルミ　　　（トウコに）お母さん、マスミのこと、お父さんに言わ
なくていいの？
トウコ　　　パーティが終わってからゆっくり話しましょう。・・・
お父さん、それ脱いで、着替えて下さい。お風呂も沸い
てますから。
ヒロシ　　　わかった。（部屋から出て行こうとする）
チャイムが鳴る。
トウコ　　　今度は何かしら。
　
　トウコ、玄関に向かう。チャイムが何度もしつこく鳴らされる。
　不安そうな子どもたち。
チャイムの音が緊迫感のある音楽に変わる。舞台が暗くなっていく。
ハルミのモノローグ
ハルミ　　　妹のマスミが１５歳の誕生日を迎えた今日、我が家に生
まれた小さな波は、このチャイムをきっかけに、さらに
大きな波となって、私たち家族を激しくゆさぶることに
なるのです。
　舞台暗転
　
４

　宗形家の食堂。
　テーブルを挟んで向き合うトウコと小松崎母子。
　キッチンのカウンター越しに成り行きを見守るヒロシと子どもたち。
トウコ　　　あの・・・もう一度、おっしゃっていただけますか？
小松崎母　　ですから、「シンデレラ」の役をうちの娘にやらせてい
ただきたいと申し上げているんです。
マスミ　　　マナミ、今朝言ってた「ライバル」って、あの子？
マナミ　　　うん。小松崎らむねさん。小学校２年生から児童劇団に
入ってるんだって。
マスミ　　　へ～。
ハルミ　　　お父さん！なんでまだそのカッコなの？
ヒロシ　　　えっ？あっ！
ハルミ　　　もう！早く着替えてよ。
イサム　　　もったいないよ。
ハルミ　　　あんたは黙ってなさい。
イズミ　　　絶対そのカッコで出て行かないでよ。
ヒロシ　　　わかってるって！
トウコ　　　でも、「シンデレラ」はうちのマナミが・・・。
小松崎母　　ええ、わかっています。でも、どう考えても、うちの
らむねの方がシンデレラには適役です。
らむね　　　ママ、そんな言い方はよくないわ。宗形さんだってとて
もお上手よ。
小松崎母　　まあ、優しいのね、らむねちゃんは。こんな優しい子が、
シンデレラの継母役だなんて、ミスキャストもいいとこ
ろですわ。
らむね　　　ママ、落ち着いて。わたし、継母役で頑張るから。
小松崎母　　この子はずっと「シンデレラ」役を楽しみにしていたん
です。らむねちゃん、意地悪な継母の役なんかに選ばれ
て、悔しかったでしょう？悲しかったでしょう？ああ、
それなのにこの子ったら、涙一つ見せず、笑顔で「継母
役に決まったよ」って。ママ、あなたの笑顔を見て思っ
たわ。やっぱり、シンデレラはあなたでなきゃ、ダメな
のよ！
らむね　　　ママ、そんなにまで、らむねのことを思ってくれてたの
ね。ありがとう！　らむね、あきらめない！　もう一度、
夢に向かって頑張ってみる。ここから始まるんだね。
わたしのシンデレラストーリー！
小松崎母　　らむね！
らむね　　　ママ！
小松崎母子　　というわけで、お願いします。
イズミ　　　（カウンター越しに思わず）さすが芝居はうまいわね。
小松崎母　　何かおっしゃって？
イズミ　　　イイエナニモイッテマセン。
トウコ　　　わかりました。・・・らむねちゃんの「シンデレラ役」
に対する思いは、よくわかりました。でも、同じくらい
強い思いを、うちのマナミだって持っています。同じ
思いを持っている者同士が競い合った結果、うちのマナ
ミが選ばれたのですから、その結果を認めていただきた
いというのが、家族の気持ちです。ただ、それでも、マ
ナミが役を譲るというのなら、私たちは何も言いません。
マナミ、あなたが決めなさい。
マナミ　　　わたし、シンデレラ、やりたい！らむねちゃん、ごめん
ね・・・。
トウコ　　　ということですので。
らむね　　　ママぁ、わたし、わたし・・・。
小松崎母　　あのねぇ、「継母」って、悪役でしょ？うちのらむね
ちゃんと、おたくの娘とどっちが悪役に向いていると
思いますの？
トウコ　　　悪役に向いている・・・？
小松崎母　　らむねちゃんは、とっても繊細な心の持ち主ですのよ。
そんな子が意地悪な役をやらされたら、きっと心を病ん
でしまいますわ。その点、お宅のお嬢さんなら・・・。
トウコ　　　うちのマナミなら？
小松崎母　　きっと上手にできるんじゃございません？
トウコ　　　なぜ、ですか・・・？
小松崎母　　だ～って・・・お父様がプロの悪役ですもの。カエルの
子はカエル。悪役の子供が悪役を演じる。誰もが納得
する自然な流れだと思いますけれど。どうしてうちの子
が悪役なんかに・・・。
ヒロシ　　　悪役「なんか」！？ちょっと！（出て行こうとする）
ハルミ　　　お父さん！（制止する）
イズミ　　　あ、あの・・・きっと演技力を買われたんですよ、らむ
ねちゃん。
小松崎母　　はあ？
イズミ　　　児童劇団、入ってるんですよね。だから、継母役を上手
にできるのはこの子しかいないって、みんなが期待して
選んだんじゃないですか？
小松崎母　　そんなのイメージダウンだわ。学芸会で悪役なんかやっ
たら、きっと、みんなにからかわれたり、苛められた
り・・・そんなの小松崎家の恥よ！
らむね　　　わたし、そんなの嫌！
ヒロシ　　　もういい！
ガマンしきれなくなったヒロシが家族の制止を振り切って小松崎母
子の前に飛び出す。びっくりする小松崎母子。
ヒロシ　　　マナミ。シンデレラの継母役は・・・お前がやりなさい！
トウコ　　　お父さん、マナミはシンデレラ役を・・・
ヒロシ　　　いいから聞きなさい。シンデレラは、どちらがやっても、
きっと上手にできるだろう。しかし！
小松崎母　　いいえ、うちのらむねちゃんの方が
ヒロシ　　　いいから聞きなさい！さっきこちらのマツコさんが・・・。
小松崎母　　小松崎です！
ヒロシ　　　小松崎さんが言ったように、大事なのは、どっちが悪役
に向いているかだと、父さんも思う。（小松崎母に）
悪いが、お宅の娘に悪役は任せられない。
小松崎母　　んまあ。
ヒロシ　　　恥だなんて気持ちで舞台に立たれたら、役がかわいそう
ですよ。それに、うちのマナミがどんなにシンデレラを
上手に演じたところで、劇は台無しだ。
小松崎母　　まるで、うちの子が悪いみたいに
ヒロシ　　　誰も悪くなんかありませんよ。マナミ、お前なら、継母
役だって立派にやれるはずだ。シンデレラはこの子に
譲ってやりなさい。
トウコ　　　ちょっと、お父さん・・・。
ヒロシ　　　どうなんだ、マナミ。
マナミ　　　・・・・・。
小松崎母　　さすが、ご自分のお仕事にプライドを持ってらっしゃる
のね。私たちとは違う種類のプライドでしょうけれど。
まあ、何にせよ、そちらのお気持ちはわかりました。
今日はひとまず帰りますので、ぜひお嬢さんを説得して
おいてください。・・・それにしても、（ヒロシの恰好
をまじまじと見て）なんて非常識な恰好なんでしょう。
これも衣装ですの？
ヒロシ　　　私服のわけないじゃないですか。ワニガメ博士、知りま
せん？
小松崎母　　知りません！さ、帰りましょう、らむねちゃん。あんな
怪物の言うことなんか気にしなくていいのよ。
らむね　　　はい、ママ。
イズミ　　　どっちが〝怪物〟だよ。
ハルミ　　　イズミ！
小松崎母　　（イズミに近づいて）親はね、可愛い我が子のためなら、
怪物にだってなるものなのよ。（ヒロシに近づいて）
そうですよね？・・・お騒がせしました。お見送りは
結構です。それではごめんくださいませ。
小松崎母子、帰っていく。
ヒロシ　　　あ～恐かった。すっごいオーラだったな。さ、今度こそ
本当に着替えてくるか。
イサム　　　お父さん！今のひょっとして、あのおばさんを追い返す
ための作戦だったの？
ハルミ　　　そうだよね。まさか本気でマナミに役を替われなんて、
お父さんが言うわけないもんね。
イズミ　　　なんだ、そうだったのか。ああ、びっくりした。よかっ
たね、マナミ！
マナミ　　　う・・・うん・・・。
マスミ　　　でも、あの親子、シンデレラ やる気じゅうぶんだったよ。
この後、どうするの？
ヒロシ　　　どうするも何も、いいか、マナミ。継母役は、お前が
やるんだ。
子供たち　　え・・・。
トウコ　　　お父さん・・・。
イズミ　　　そんな・・・せっかくシンデレラ役に選ばれたのに・・・。
ヒロシ　　　お前だって、演劇をやっているなら、悪役の大切さは
わかるだろ？
イズミ　　　わかるけど、納得できない！マナミ、シンデレラ、譲っ
ちゃダメだからね。
ハルミ　　　イズミ、そんなに興奮しないの！
イズミ　　　ハル姉は悔しくないの？悪役の子は悪役をやれなんて
言われてさ。
ハルミ　　　だからって、あなたがここで怒ったってしかたないで
しょ？
イズミ　　　あーもう！
マナミ、無言で走り去る。
イサム　　　おい、マナミ！僕、ちょっと見てくるよ。
トウコ　　　お願い。
イサム、マナミを追う。（上手にはける）
マスミ　　　お父さん、本気でマナミに継母役やらせたいの？
ヒロシ　　　ああ、あいつならできる。
マスミ　　　だったらもっと早くに「やれ」って言ってやればよかっ
たのに・・・。あの子がシンデレラをやりたがってるの、
お父さん、前から知ってたじゃない！
ヒロシ　　　いや、それは！
マスミ　　　お父さん、あの人に自分の仕事を侮辱されたから、それ
で感情的になってあんなことを言ったんでしょ。
ヒロシ　　　感情的になんかなってねえよ！
マスミ　　　なってるじゃない！
ヒロシ　　　なっていません。
マスミ　　　ごまかさないで！・・・あのおばさん、我が子のためな
ら怪物にだってなるなんて言ってたけど、そんなの結局
じぶんのためじゃない！お父さんも・・・あのおばさん
と同じだよ。自分のプライドのためにマナミを・・・。
ヒロシ　　　なんだと！
　トウコ、ヒロシとマスミの間に割ってはいる。
トウコに押された拍子にヒロシがよろけ、
近くのイスに腰をおろしてしまう。
ワニガメ博士の衣装を着ているので、立てなくなってしまう。
トウコ　　　マスミ！あなた、お父さんのこと、本気でそんな風に
思ってるの？
マスミ　　　だってそうじゃない！
トウコ　　　お父さん、いつもあなたたちのことだけを考えてるのよ。
マスミ　　　そんなこと言って、結局はみんなじぶんのためじゃない
の？・・・今日のパーティーだって、あたしたちがいつ
までも自分の思い通りになってるって確かめて、安心し
たいだけでしょ！
イズミ　　　そりゃ言い過ぎだろ、マスミ！
ハルミ　　　そうよ。今はパーティーの話は関係ないでしょ。
マスミ　　　関係あるよ！あたしたち子供が、親の横暴に振り回され
てるって話でしょ！
ヒロシ　　　横暴だと？・・・・・・おい、誰か手を貸しなさい！
マスミ　　　ハル姉は、はたち過ぎて、まだ家族そろってパーティ
なんかして、ほんとに楽しいって思う？
イズミ　　　ハル姉に当たるなよ！
ハルミ　　　なんでそんなことわざわざ聞くの？・・・パーティ、
楽しいよ。大変だけど・・・家族の特別な日だから。
マスミ　　　家族の？「じぶんの」でしょ？どうして、その特別な日
を、友達や、好きな人と過ごしちゃいけないの？
ヒロシ　　　おい、「好きな人」ってなんだ！
マスミ　　　わたし、受験生なんだから、もう大人なんだから・・・。
それなのに、このウチにはプライバシーがなさすぎよ。
門限だって、進路のことだって、みんなからあれこれ
言われて・・・そのうえ誕生日のパーティーまで押しつ
けられたくない！お父さんやお母さんに「誕生日おめで
とう」なんて言われてもなんか気まずいし。・・・もう

このパーティー、正直うんざり。・・・来年から、わた
しの誕生日だけ、パーティーなくていいから。
イズミ　　　このばか！（ゲンコツでマスミの頭を叩く。）
マスミ　　　イタっ！
トウコ　　　イズミ、叩いちゃダメよ
イズミ　　　自分のことしか考えてないのは、マスミ、あんたじゃな
いか。もう大人だって言うなら、なんで誕生パーティー
やるかぐらいよく考えろ！
マスミ　　　何よ！だから言ってるじゃない。もう祝ってくれなくて
いいって。
　イズミ、今度は無言でマスミにゲンコツ。
マスミ　　　痛っ！・・・同じところを・・・。
イズミ　　　こんなにバカだと思わなかった。
マスミ　　　どういうことよ！誕生パーティーなんて、他に何の意味
があるっていうの？
イズミ　　　そんなこともわからないくせに生意気いってんじゃない
よ！
　しばしの沈黙。
ヒロシ　　　なあ！・・・そろそろ起こしてくれよ。
　
ハルミとイズミがヒロシを起こす。
　イサムに連れられてマナミが上手から登場。
マスミ　　　マナミ・・・。
ヒロシ　　　マナミ、お父さん、お前にあやまらなきゃ・・・
マナミ　　　お黙り！言うことがきけないなら、この家から出てお行
き！
一同、唖然とする。
マナミ　　　ちょっと違うかなあ。
ヒロシ　　　マナミ、それ・・・。
イズミ　　　継母の科白・・・。
イサム　　　父さん、こいつ全然へいきだよ。すぐ台本見て、科白、
チェックしてたもん。
イズミ・ハルミ　　マナミ～。
マナミ　　　お父さん、シンデレラの継母って、意地悪だけど本当は
可哀想な人だよね。難しいなぁ・・・私にできるかなぁ・・・。
イズミ　　　マナミ、悪役のことならプロに相談すればいいじゃん！
マナミ　　　そうか、お父さん、お願いね！
ヒロシ　　　いいのか、本当に。
マナミ　　　だって、悪役がしっかりしてなかったら、ヒロインが
輝かないでしょ？
ヒロシ　　　マナミ！（抱きしめようとする）
マナミ　　　（ヒロシをかわして）マスミ姉ちゃん、心配してくれて
ありがとう。
マスミ　　　大人だね。あんた、わたしよりずっと大人かも。
マスミ、舞台上手に向かう
ヒロシ　　　おい、マスミ、どこへ・・・。
マスミ　　　頭冷やしてくる。
ヒロシ　　　そうだな、少し冷静に・・・。
マスミ　　　タンコブ２個もできてるから。
ヒロシ　　　あ、そっちか。
マスミ、冷蔵庫から氷を出して頭を冷やす。
チャイムの音。トウコ、玄関へ向かう。
トウコ　　　お父さん、渡貫さんですよ。
渡貫　　　　おじゃましま～す。宗形さん、びっくりしましたよ。
衣装ごといなくなっちゃうんだから。勘弁して下さいよ。
ヒロシ　　　悪かったよ。
渡貫　　　　っていうか、なんでまだ着てるんですか？
ヒロシ　　　なかなか脱ぐチャンスがなかったんだよ。
渡貫　　　　事務所の先輩から聞いてます。昔は家で何かあるたびに
衣装のまま撮影所を飛び出して行ったって。
ハルミ　　　わたし覚えてるよ。イズミが生まれた日。
イズミ　　　あたしが？
マスミ、カウンター越しにハルミの話を聞いている。
ハルミ　　　お母さんの陣痛が始まったのに、お父さんの撮影が長引
いて。わたしはおじいちゃんとおばあちゃんと一緒に
病院の廊下でずっと待ってた。もう寝なさいって言われ
ても、「ああ、もうすぐお姉さんになるんだ」って思う
と興奮してちっとも眠くなかった。でも、さすがに疲れ
てうとうとしてたら廊下の向こうからガシャンガシャン
っていう変な音がだんだん近づいてきて。なんだろうっ
て思って見てみたら、身体中に矢の刺さった落ち武者が
走ってきたの。それが、お父さん。
ヒロシ　　　時代劇の撮影だったんだよ。科白もない死体の役なのに、
主役の都合で何時間も待たされてな。こっちは一刻も早
く病院に飛んでいきたかったのに。
渡貫　　　　だから宗形さん、遅刻には厳しいんですね。
トウコ　　　ハルミ、よく覚えてるね。まだ三つだったでしょ。
ハルミ　　　だって強烈だったもん。わたし泣いたからね。おじいち
ゃんなんか、腰抜かして担架で運ばれたんだよ。
ヒロシ　　　いやあ、あとから院長に怒られた怒られた。
イズミ　　　そんな話、ずっと前にお母さんから聞いたな～。あ、
そういえばマスミがビー玉飲み込んだときだって。
ハルミ　　　そうそう。お父さん、血まみれの衣装で駆けつけてきた。
渡貫　　　　それ、僕、覚えてます。刑事ドラマの死体役。
トウコ　　　死体役ばっかり。
イズミ　　　けが人と間違われてたよね。
ハルミ　　　マスミは覚えてるのかな。お父さんがすっ飛んできて
くれたこと。
イズミ　　　今頃、思い出してるんじゃない？頭冷やしながら。
　マスミ、キッチンから出てくる。
家族達と目が合うが、そのまま自分の部屋に行く。
イズミ、マスミの後を追う。
舞台暗転
４

マスミの部屋
　舞台上手にイス。マスミが登場して、イスに座る。
プレゼントを膝に載せている。
イズミがそっと入ってくる。
イズミ　　　マスミ～タンコブ平気？
マスミ　　　うん・・・ズミ姉。
イズミ　　　ん？
マスミ　　　誕生日ってさ・・・。
イズミ　　　ああ、さっきの話か。
マスミ　　　「おめでとう」の日だけじゃない。「ありがとう」の日
でもあるんだね。
イズミ　　　よく気がついたね。
マスミ　　　ズミ姉のゲンコツが効いたのかも。
イズミ　　　あ、ゴメン、２発も。
マスミ　　　ううん。・・・産んでくれてありがとう。育ててくれて
ありがとう。ズミ姉、直接言ったことあるの？
イズミ　　　ないよ。照れくさくて言えるわけないじゃん。
マスミ　　　なんだ。
イズミ　　　ま、嫁に行くときには言うかな。それまでは思ってる
だけ。・・・それより、おまえ、他に言うことあるだろ。
マスミ　　　うん・・・。「ごめんなさい」だよね。
イズミ　　　父さん、へこんでるぞ。きっと。
マスミ　　　うん。
イズミ　　　一人で言えるのか？
マスミ　　　うん。
イズミ　　　進路のこともちゃんと話さなきゃな。
マスミ　　　うん。
イズミ　　　彼氏のこと・・・は、もう少しあとのほうがいいかもね。
マスミ　　　うん。
イズミ　　　どうする？パーティー。
マスミ　　　お祝いなんか、してもらえるかな。
イズミ　　　あたりまえだろ。・・・早く来いよ。（行こうとする）
マスミ　　　ズミ姉・・・家族ってさ、めんどくさいね。
イズミ　　　そうだね・・・。やめちゃうか？
マスミ　　　・・・・・・ううん。家族、やります！
イズミ、黙ってうなずき、部屋を出る。
マスミ　　　（プレゼントの袋から参考書を取り出す。本の間にカー
ドが挟んである。）あれ？（カードが誕生日のメッセー
ジカードであることに気づく。ふと、思い立ち、さっき
イズミから返してもらった「メッセージカード」をポケ
ットから取り出す。）ああっ！ズミ姉ったら、もう！
　マスミ、勢いよく部屋を出る。
　　　

舞台暗転
　　
５
再び、宗形家の食卓。
渡貫　　　　宗形さん、そろそろ着替えて下さい。
ヒロシ　　　おう、手伝ってくれ。
トウコ　　　ねえ、お父さん。
ヒロシ　　　何だ？
トウコ　　　マスミのお祝いどうしましょうか。
ヒロシ　　　もちろんやるさ。娘の誕生日だぞ。
イズミがマスミの部屋から戻ってくる。
ヒロシ　　　マスミ、どうだった？
イズミ　　　タンコブ？
ヒロシ　　　違うって。部屋から出てきそうか？
イズミ　　　お腹が減ったら出てくるよ。（ハルミに）ね？
ハルミ　　　もちろん。ダイエットなんて無理無理。
イズミ　　　ハル姉のビーフシチューもあるし、コーイチコーナーの
ケーキも・・・。あっ！
トウコ　　　どうしたの？
イズミ　　　ポイントカード！
トウコ　　　ポイントカード？
マスミ、上手から登場。
マスミ　　　ちょっとズミ姉。・・・これ、コーイチコーナーのポイ
ントカードだよ！タダフミ君からのメッセージカード、
別に入ってた！
イズミ　　　あれぇ・・・そうだったぁ？
ヒロシ　　　おい、タダフミ君って、誰だ！
マスミ　　　ひょっとして、私にタダフミ君のことをしゃべらせる
ために、これをメッセージカードだなんて言って・・・。
イズミ　　　ごめん、だますつもりはなかったんだ。
マスミ　　　嘘！だますつもりバリバリだったでしょ！
イズミ　　　まさかひっかかるとは・・・。
マスミ　　　何よ～！
トウコ　　　マスミ、落ち着きなさい。
ヒロシ　　　マスミ、怒らないから正直に言いなさい。タダフミ君っ
て・・・。
マスミ　　　ズミ姉、ひどいよぉ！
イズミ　　　まあ、落ち着いて、落ち着いて。もう大人なんだから、
ねっ。
　イズミ、逃げ出す。あとを追い回すマスミ。
タダフミ君のことを聞き出そうとするヒロシ。家中、大騒ぎ。
マスミ　　　（舞台中央で）もう！家族って、ほんっっっっっと、
めんどくさい！
　　　
　ふたたび大騒ぎ。
　音楽高鳴る中、幕が下りる。
完
【作者の言葉】
　昨年の七月、当時の三年生の部員たちと、秋に上演する劇の脚本について話し合いをしました。
　「家族の劇をやってみたい。それも、兄弟がたくさん出てくる賑やかな大家族の劇がいい！」
　そんな意見がきっかけとなって、この脚本を書き始めました。
　ヒントになったのは、私が子どもの頃に見ていた『寺内貫太郎一家』というホームドラマ。家族そろっての食事シーンと派手な親子げんか、そしてストーリーと関係なく登場するギャグが毎回の「お約束」でした。
　この『グッジョブ！』も、朝食の場面から始まります。テレビドラマのように本物の料理を並べるわけにいかないので、小道具は食器だけ。それでも、「今朝の献立」はきちんと決めましょう。何を食べているか、役者が共通のイメージをもつことで、料理が「見えてくる」はずです。
　脚本のト書きにもあるように、宗形家のダイニングルームはカウンターキッチンになっています。この「カウンター」が劇の中で重要な役割を果たすことになるので、ぜひ、装置をしっかりと作ってください。
　劇中はテーブルと椅子を中央に置くので、気をつけないと椅子に座りっぱなしの単調な演技になってしまいます。だからといって動きを細かく指定すると、今度は不自然な「段取り芝居」になってしまいます。私は練習の中で、「この登場人物は、いま、何がしたいのか。誰に対してどんな気持ちでいるのか」を考え、その思いを身体で表現するようにアドバイスしました。
　テーブルと並んでこの劇の大きなポイントになるのが、父・宗形ヒロシ＝ワニガメ博士の存在です。
　脚本を書くときに、ヒロシだけは「この子にやらせよう」という具体的なイメージがありました。不器用だけれど誠実な三年生の男子です。彼のキャラクターがあって、この『グッジョブ！』という劇が完成までたどり着いたのだと思います。
　もし、みなさんの中に同じようなタイプの男子がいたら、ぜひヒロシ役を薦めて下さい。大柄であれば言うことなしです。
　私は人間の都合で要注意外来生物にされてしまった「ワニガメ」に並々ならぬシンパシーを感じており、スイハンジャーのライバルとして宗形ヒロシに演じてもらいました。（昔、『仮面ライダー』に登場した悪役「死神博士」の〝もじり〟でもあるのですが…。）
　ヒーローが「スイハンジャー」でなくても、悪役が「ワニガメ博士」でなくてもかまいません。みなさんで独自のヒーローや悪役を考えるのも、劇作りの楽しさの一つだと思います。　ただ、衣装にはぜひ凝ってもらいたいです。「いったん座ったら、一人では起きあがれなくなる衣装」を作って下さい。
　スイハンジャーとワニガメ博士一派との壮絶な（？）アクションシーンは１，２年生が中心になって作りました。指導してくれたのは、高校の演劇部で殺陣を習った卒業生でした。
　練習を重ねる毎に上達していく後輩たちの姿が、三年生たちの刺激になり、励みにもなりました。
　殺陣の他にも、二つの異なる演技がシンクロする場面（お笑いコンビ「アンジャッシュ」のコントを真似ました。）や突然はじまる刑事ドラマふう場面、スローモーションなどを劇の中に入れました。楽しみながら練習していただければと思います。
　この劇で私たちが目指したのは「笑って笑って最後にホロリとくるコメディーを作ること」でした。当然、ここで客席に笑って欲しい、という場面がいくつもあります。しかし、それらは出演者が客席に向かって「ホラ面白いでしょ」と笑いをとろうとしたり、「どう、泣けるでしょ？」と涙の押し売りをすることによって成立する場面ではありません。
　登場人物たちは、みな、ぞれぞれに切実な思いをもち、その思いを相手にぶつけます。それによって、相手の思いを変えることもあれば、空回りしてしまうこともあります。
　そのやりとりが観客の心に響いたとき、それが笑いや涙につがるのだと思います。
　どうか、「笑わそう」「泣かそう」という「邪念」を捨てて、その人の切実な思いを舞台の上でぶつけ合ってください。
　この劇は『グッジョブ！』という題名ですが、「グッジョブ」というセリフは出てきません。（最初はあったのですが、「ダサイ感じがします」という部員の申し出により削除されました。）
〝誰もが、誰かに「グッジョブ！」〟　そんな劇にしていただければ幸いです。
　
人気番組「家電戦隊スイハンジャー」のヒーロー。宗形ヒロシ演ずる「ワニガメ博士」と戦う。








※小松崎母子、警官、手下との兼役可能。
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